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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、大船駅から神奈中バスにて１５分、「中野町」バス停から徒歩３分のと
ころにある５年目を迎えたグループホームです。運営法人は基本理念(略記)とし
て、「利用者が求める生活に基づいた援助を目指します」の他、「利用者が求める
環境づくり」及び「地域社会への情報発信」を掲げて目指しています。市内にグ
ループホーム３ヶ所と訪問看護及び居宅介護支援事業を運営しています。
＜優れている点＞
日当たりのよい、ゆったりとしたホームで、利用者は穏やかな生活を送っていま
す。これを支える職員は、ホーム長を中心に、「法人理念」の実践を目指して、合
言葉でもある行動指針の作成に向けて全員で話し合っています。また、新しく着任
したケアマネジャーはチームでの支援を基本に、介護計画の作成（Ｐ） サービス
の提供（Ｄ） モニタリング（Ｃ） 計画の見直し（Ａ）の定着化へ、流れの明確な
仕組み作りをしサービスの質の向上を目指しています。
＜工夫点＞
法人は職員の声や相互のコミュニケーションを大事にし、職員の定着化に工夫をし
ています。職員の着想を大事にし、利用者の就寝時の安全や職員の腰痛予防対策の
ため昇降可能なベッドを購入したり、利用者の認知度を考慮したリビングにおける
座席の配置換えをするなどの工夫もしています。また時間外には職員が全員参加で
きるよう配慮した会食を実施したり、有名劇団の観劇会への招待などを企画して職
員の一体化にも力を入れています。

般若心経や福沢諭吉の「心訓」など、その人の趣味や興味にあわせて音読の練習を
行ったり、落語や歌謡曲などを聴いてもらって理解力を維持するよう努めています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

般若心経や福沢諭吉の「心訓」など、その人の趣味や興味にあわせて音読の練習を行ったり、落語や歌謡曲などを聴いてもらって理解力を維持するよう努めています。○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム陽春の里

 ユニット名 １Ｆ　こもれび

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

会議において参加者から地域の情報を
提供して頂くので、その情報を下に入
居者さんにサービスを反映させるよう
にしている。

市の定めた「設置運営要領」の内容に
従って、隔月に開催しています。メン
バーである住民の代表者やサービスの
知見者、ケアプラザの職員などが橋渡
しとなり、ホームと地域との交流が深
まると共に認知症のグループホームの
理解が深まっています。

運営推進委員会のメンバーとして参加
してもらい、ホームの実情を理解して
もらうとともに、必要に応じて、アド
バイスを頂いている。

最近は区の福祉保健センター職員も運
営推進会議に参加し、地域とグループ
ホームの実状を把握しており、運営に
関するアドバイスを貰っています。ま
た、生活保護の受給者との面談などで
区役所の担当者とホームとの連携は定
着化しています。

町内会に入会し、いたち川沿いの掃除
など地域の行事に参加したり、ボラン
ティアをお願いして、ホームでのコン
サートを開いてもらっている。

次年度は町内会の順番の班長役が回っ
てくる予定で有り、地域のホームとし
て交流を深めています。今年度２月に
予定の、「災害時要支援者の安否確認
訓練」には、災害時における地域の高
齢者の一時受け入れにホームの活用を
提案する予定です。

　

区が開催する、認知症理解のイベント
などに参加して、地域の方と話をし、
実践の立場から支援の方法を提供して
いる。

　

前年の外部評価において、「新しい理
念を」との指摘を受けた。このため１
年をかけて職員同士が話し合い、当
ホームにふさわしい理念を、まとめて
いる最中である。

法人の基本理念の実践に向け、ホーム
の職員の行動指針となる言葉を取りま
とめています。キーワードとして「笑
顔での挨拶」「チームケアによる介護
技術の向上」「地域の中での役割」な
どを念頭に、職員の心を一つにすべく
話し合っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ホームと他施設との違いについて理解
したいとの要望があり、その旨実施し
た。おむつ代負担の無い施設を希望さ
れ、現在特養と交渉中

「ご意見箱」の設置や「陽春の里から
のお知らせ」等で、家族の声を集めて
います。直接職員への要望が多く、
「利用料の高齢者施設との違い」や
「クリスマス会の開催日への要望」な
ど、内容によって個別に対応していま
す。

当ホームにおいても、後見人がついて
おられる方が３名にのぼり、実際に非
常に助かっている。ただ、そうできな
い方においては、課題が残っている。

契約時には丁寧な説明を心がけ、十分
納得して頂いたところで、サイン等を
頂いている。また、入居後においても
必要のつど、契約関係の説明を行って
いる。

禁止の対象となる行為は見られない。
またスタッフにおいても虐待防止に関
する考え方については理解が進んでい
ると考えている。

市が発行している「高齢者の虐待を防
ぎましょう」の冊子を教材として備え
ています。職員は禁止対象である具体
的行為は理解しており、更に、虐待に
繋がる言葉遣いにも注意を払っていま
す。職員の気配りを基本に玄関には施
錠をしていません。

ホーム内で虐待防止について学ぶ機会
を持ち、スタッフにも周知を図った。

株式会社フィールズ



グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

市及び県のGH協議会に参加するととも
に、スタッフの交換研修を実施するな
ど、交流の機会を多くして、サービス
の向上に努めている。

住環境が新しくなる中で、生活のリズ
ムや家との交流など、ご本人と話をし
ながら、要望をできるだけ聞いて、安
心できるような関係づくりをしてい
る。

スタッフの実績を把握したり、スタッ
フからの意見を聞き、やりがいを持っ
て働けるよう、人事異動も考慮して職
場環境の整備に努めている。

研修については積極的に参加するよう
努めている。初任者についての研修が
新たに整備されているので、これに対
応して新人教育を行っていく。

毎月のミーティングや申し送りの時を
活用して、スタッフの意見を反映する
ようにしている。
また必要に応じて課外においてもス
タッフとの意見交換を行っている。

職員ミーティングにて改善意見を出し
合っています。最近の改善例として、
１利用者のベッド使用時の安全性や職
員の腰痛防止対策を考慮した昇降可能
ベッドの購入（２台） ２利用者の認知
度を考慮したリビングの座席の変更な
どが有ります。

株式会社フィールズ



グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前にご本人が通っていたコミュニ
ティには引き続き通っている。又知り
合いの方がご本人を訪ねてこられ、誕
生日のお祝いをして頂いてる。

地域の在住であった利用者が多く、入
居後も、以前加入していたサークルと
の交流が継続している人もいます。散
歩の時などには、地域の方々がよく声
をかけてくれています。電話や手紙な
ど、利用者に応じた支援をしていま
す。

入居者さんに何らかの役割を担っても
らっている。お買い物や食器の片づけ
洗濯物など、その時に出来る方に声か
けして支えあいの暮らしを営んでい
る。

お墓参りや通院など、ご家族で出来る
ところを、積極的にお願いをしてい
る。

ご家族との話合いを進め、要望を出来
るだけ組入れて、ホームに上手になじ
むよう、納得してもらいながら進めて
いくような関係を構築するよう努めて
いる。

速やかにホームになじんでいただける
よう、温かい気持ちで接するととも
に、事故のないように見守りを確実に
行っている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

関係機関を通じて通院や入院歴を教え
てもらい健康状況を明確にしたり、入
居者さんとの話の中で、どんな生活を
してきたかを聴取し、家族関係や友人
関係などを把握している。

日々の暮らしの中で入居者さんの力を
発見し、ミーティングやカンファレン
スの中で共有化を図っている。

退去者についてはご家族との関係を保
つ職員がいなくなったため、その関係
が続けられないでいる。

いつもいっている、ショッピングセン
ターでなく、本人の希望するデパート
に行っての買物を実現するなどして、
本人の意向を汲むようにしている。

実施したい事を自分で表現できる利用
者には、希望する楽しみや行きたいデ
パートでのショッピングに同行などの
支援をしています。意思表示が困難な
利用者には、日ごろの支援の中で意向
の把握に努め、連絡ノートで共有し支
援しています。

入居者さまについて個々の状況を把握
し、作業やゲームなど一人にならない
よう工夫している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

訪問医、訪問歯科医、マッサージ士等
の協力を頂きながら、適切な健康管理
を維持している。

月に２回、定期的な訪問医師の往診や
歯科の健診があります。以前からのか
かりつけ医を利用している利用者もお
り、基本的に通院は家族対応ですが、
利用者の状況や事情によって職員が付
き添っています。

ホームに迎えにきてもらって、ボラン
ティアが行っている高齢者の集いに参
加している。

市民活動支援センターに協力してもら
い、隔月に１度の割合でボランティア
のパフォーマンスを楽しんでいる。

新たにケアマネスタッフが入職し、プ
ラン・ドゥ・チェックにのっとった介
護計画を実施に移している。

新ケアマネジャーが着任した機会に
チームによるケアを始めています。ア
セスメントや介護計画の作成、サービ
スの実施、モニタリング等の折々の見
直しはミーティングの場で実施し、関
係する職員による介護のＰＤＣＡを回
し始めています。

関係職員による介護のＰＤＣ
Ａが、継続実施されることに
より、更なる支援サービスの
質の向上が期待されます。

左のとおり
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

すでに急変事態を経験しており、おお
むね良好な対処が出来ている。

災害対策訓練を実施して入居者のサバ
イバル法を学ぶほか、地域の防災訓練
に参加し、情報交換に役立てている。

年２回、避難訓練を実施しています。
中野町内会の要援護者の安否確認訓練
にも参加しています。玄関内のベンチ
の中には水を保存する工夫がありま
す。米、乾麺、パスタなど常に大目に
ストックし、建物内の避難経路移動も
スムーズにできます。

共済病院との話合いに出席して、情報
交換に努めている。

過去の経験を踏まえ、必要な方とどの
ようなかかわりが出来るのか検討して
いる。特に後見人がいる人についてど
のような関わり方が良いかそれぞれに
ついて意見交換をしている。

本人、家族等の気持ちに寄り添いなが
ら、身体状況によって柔軟に支援して
います。職員の勉強会を充実させ、技
術の向上をめざしたいと考えていま
す。「急性期における医師や医療機関
との連携体制」・「看取りの指針」を
契約時に示しています。

過去の実績を踏まえて、職員
が実践に向けて取り組む時の
マニュアルの作成（標準化）
が期待されます。

左に記述してあるとおりのほか、看護
師用ノートを作成し、看護師への情報
提供と対策とを受けられるようにして
いる。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

メニューを決めるのに入居者さんから
好みのものを聞いたり、手の消毒や、
食べた後の片づけなどスタッフと入居
者さんとが一緒に行っている。

利用者の好みをもとに、食材の買い出
しから調理まで行っています。手作り
感や季節感を大切に行事食も丁寧に
作っています。もやしのひげ取りや野
菜切りを手伝う利用者もいます。食後
には皆で食器拭きをしています。外出
レクも実施しています。

同上です。

月に一度の訪問理美容時に、パーマや
カラーなどの要望を聞き身だしなみの
支援をしている。

現役時代の職業や活動の状況を把握し
その人の得意分野を聞き出して、その
時代の様子などを学んでいる。

利用者の現役時代の活躍を大切に考
え、「その人らしさとは何か」を追求
しています。利用者は人生の先輩とし
て接するよう管理者は職員に指導、徹
底しています。個人に関する記録は鍵
のかかる書庫に保管しています。

お茶の時間や入浴などその人が希望す
るかどうか確認をして、実際の行動に
うつしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

牛乳やヨーグルトまたは繊維質のもの
を摂って、便秘の予防に役立ててい
る。

入浴したい人は毎日でも、できるよう
に支援している。

利用者の希望に沿うように入浴支援を
しています。入浴嫌いの人にはタイミ
ングよく工夫した声掛けで誘導してい
ます。浴槽は両袖から介助できるよう
に設置されており、利用者も入り易く
なっています。皮膚の薬の一覧表を脱
衣場に貼っています。

一人一人について」口腔ケアを実施し
ている。

排泄パターンを把握し、適切な対処を
している。

職員は一人ひとりの排泄パターンを把
握して、さりげなくトイレ誘導を行っ
ています。プライバシーに配慮しつ
つ、利用者のサインを見逃さないよう
にしています。布パンツとリハビリパ
ンツを併用し、自立に向けた取り組み
も行っています。

自分一人で食事ができる人、介助が必
要な人、栄養状態を注意してみていく
人など、一人一人について把握し、必
要であれば機能性食品等を利用してい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

必要な人には、お金を渡して個人管理
としている。必要以上に使ってしまう
人やたまや入居者さんにお金を渡して
しまう人などはある程度、制限して渡
している。

家に帰りたい人はそのように、ラーメ
ンを食べたい人は時間を取って一人で
出かけたい人はその実現を図ってい
る。

お墓参りに行ったり、デパートで買い
物をしたり、シーパラダイスで楽しん
だり、その人の希望にそったまや外出
を支援している。

晴天の日には近隣公園へ散歩に出掛け
ています。春には川沿いの桜を観に出
掛けたり、江ノ島へドライブしていま
す。職員が付き添い、墓参りやデパー
トに気に入った物を買いに行く利用者
もいます。一人で２時間コースの散歩
に出る例もあります。

個々の状態に応じて、休息をとった
り、午睡をしたりして、気持ちよく眠
れるように支援している。また、昼夜
逆転にならないよう努めている。

特にメンタル系の服薬には注意して観
察をしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

本人の好きな物、使い慣れた家具など
をおいて居心地良い空間を作ってい
る。

居室は広く明るい快適空間となってい
ます。居心地よく過ごせるよう居室担
当の職員は整理整頓を手伝っていま
す。２ユニットのうち４部屋は畳敷き
となっています。ベッドサイドにはセ
ンサーを置き、音楽別で利用者の動き
がわかる工夫もあります。

花が好きな人は花を育て、歌が好きな
人はテレビで歌を見るように、カラオ
ケが好きな人は歌ってもらうよう準備
をして、自立した生活を送るよう支援
している。

レクリエーションの時間を使って季節
に合った創作活動をしている。またク
リスマスにはツリーを飾ったり、お正
月飾りを用意したりして季節感を出し
ている。

ホーム全体が広々とゆったりとした造
りです。室内は明るいベージュの色調
で統一され、広い廊下からは外を望め
ます。食堂兼リビングには障子戸があ
り、家庭的な雰囲気を醸し出し、一日
の多くを過ごす寛ぎの空間となってい
ます。

１階のテラスにおいて、ちょっと休め
るような場所を設けている。

電話をかけたい人は自由にかけてもら
い、必要な連絡をしてもらっている。
年賀状を出したい人にも年賀はがきの
作成の支援をしている。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

般若心経や福沢諭吉の「心訓」など、その人の趣味や興味にあわせて音読の練習を行ったり、落語や歌謡曲などを聴いてもらって理解力を維持するよう努めています。○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム陽春の里

 ユニット名 ２Ｆ　ひだまり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

前年の外部評価において、「新しい理
念を」との指摘を受けた。このため１
年をかけて職員同士が話し合い、当
ホームにふさわしい理念を、まとめて
いる最中である。

町内会に入会し、いたち川沿いの掃除
など地域の行事に参加したり、ボラン
ティアをお願いして、ホームでのコン
サートを開いてもらっている。

　

区が開催する、認知症理解のイベント
などに参加して、地域の方と話をし、
実践の立場から支援の方法を提供して
いる。

　

会議において参加者から地域の情報を
提供して頂くので、その情報を下に入
居者さんにサービスを反映させるよう
にしている。

運営推進委員会のメンバーとして参加
してもらい、ホームの実情を理解して
もらうとともに、必要に応じて、アド
バイスを頂いている。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

禁止の対象となる行為は見られない。
またスタッフにおいても虐待防止に関
する考え方については理解が進んでい
ると考えている。

ホーム内で虐待防止について学ぶ機会
を持ち、スタッフにも周知を図った。

当ホームにおいても、後見人がついて
おられる方が３名にのぼり、実際に非
常に助かっている。ただ、そうできな
い方においては、課題が残っている。

契約時には丁寧な説明を心がけ、十分
納得して頂いたところで、サイン等を
頂いている。また、入居後においても
必要のつど、契約関係の説明を行って
いる。

ホームと他施設との違いについて理解
したいとの要望があり、その旨実施し
た。おむつ代負担の無い施設を希望さ
れ、現在特養と交渉中
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

毎月のミーティングや申し送りの時を
活用して、スタッフの意見を反映する
ようにしている。
また必要に応じて課外においてもス
タッフとの意見交換を行っている。

スタッフの実績を把握したり、スタッ
フからの意見を聞き、やりがいを持っ
て働けるよう、人事異動も考慮して職
場環境の整備に努めている。

研修については積極的に参加するよう
努めている。初任者についての研修が
新たに整備されているので、これに対
応して新人教育を行っていく。

市及び県のGH協議会に参加するととも
に、スタッフの交換研修を実施するな
ど、交流の機会を多くして、サービス
の向上に努めている。

住環境が新しくなる中で、生活のリズ
ムや家との交流など、ご本人と話をし
ながら、要望をできるだけ聞いて、安
心できるような関係づくりをしてい
る。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族との話合いを進め、要望を出来
るだけ組入れて、ホームに上手になじ
むよう、納得してもらいながら進めて
いくような関係を構築するよう努めて
いる。

速やかにホームになじんでいただける
よう、温かい気持ちで接するととも
に、事故のないように見守りを確実に
行っている。

入居者さんに何らかの役割を担っても
らっている。お買い物や食器の片づけ
洗濯物など、その時に出来る方に声か
けして支えあいの暮らしを営んでい
る。

お墓参りや通院など、ご家族で出来る
ところを、積極的にお願いをしてい
る。

入居前にご本人が通っていたコミュニ
ティには引き続き通っている。又知り
合いの方がご本人を訪ねてこられ、誕
生日のお祝いをして頂いてる。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

入居者さまについて個々の状況を把握
し、作業やゲームなど一人にならない
よう工夫している。

退去者についてはご家族との関係を保
つ職員がいなくなったため、その関係
が続けられないでいる。

いつもいっている、ショッピングセン
ターでなく、本人の希望するデパート
に行っての買物を実現するなどして、
本人の意向を汲むようにしている。

関係機関を通じて通院や入院歴を教え
てもらい健康状況を明確にしたり、入
居者さんとの話の中で、どんな生活を
してきたかを聴取し、家族関係や友人
関係などを把握している。

日々の暮らしの中で入居者さんの力を
発見し、ミーティングやカンファレン
スの中で共有化を図っている。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

新たにケアマネスタッフが入職し、プ
ラン・ドゥ・チェックにのっとった介
護計画を実施に移している。

左のとおり

ホームに迎えにきてもらって、ボラン
ティアが行っている高齢者の集いに参
加している。

市民活動支援センターに協力してもら
い、隔月に１度の割合でボランティア
のパフォーマンスを楽しんでいる。

訪問医、訪問歯科医、マッサージ士等
の協力を頂きながら、適切な健康管理
を維持している。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

左に記述してあるとおりのほか、看護
師用ノートを作成し、看護師への情報
提供と対策とを受けられるようにして
いる。

共済病院との話合いに出席して、情報
交換に努めている。

過去の経験を踏まえ、必要な方とどの
ようなかかわりが出来るのか検討して
いる。特に後見人がいる人についてど
のような関わり方が良いかそれぞれに
ついて意見交換をしている。

すでに急変事態を経験しており、おお
むね良好な対処が出来ている。

災害対策訓練を実施して入居者のサバ
イバル法を学ぶほか、地域の防災訓練
に参加し、情報交換に役立てている。
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グループホーム 陽春の里

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

現役時代の職業や活動の状況を把握し
その人の得意分野を聞き出して、その
時代の様子などを学んでいる。

お茶の時間や入浴などその人が希望す
るかどうか確認をして、実際の行動に
うつしている。

同上です。

月に一度の訪問理美容時に、パーマや
カラーなどの要望を聞き身だしなみの
支援をしている。

メニューを決めるのに入居者さんから
好みのものを聞いたり、手の消毒や、
食べた後の片づけなどスタッフと入居
者さんとが一緒に行っている。

株式会社フィールズ
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

自分一人で食事ができる人、介助が必
要な人、栄養状態を注意してみていく
人など、一人一人について把握し、必
要であれば機能性食品等を利用してい
る。

一人一人について」口腔ケアを実施し
ている。

排泄パターンを把握し、適切な対処を
している。

牛乳やヨーグルトまたは繊維質のもの
を摂って、便秘の予防に役立ててい
る。

入浴したい人は毎日でも、できるよう
に支援している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

個々の状態に応じて、休息をとった
り、午睡をしたりして、気持ちよく眠
れるように支援している。また、昼夜
逆転にならないよう努めている。

特にメンタル系の服薬には注意して観
察をしている。

家に帰りたい人はそのように、ラーメ
ンを食べたい人は時間を取って一人で
出かけたい人はその実現を図ってい
る。

お墓参りに行ったり、デパートで買い
物をしたり、シーパラダイスで楽しん
だり、その人の希望にそったまや外出
を支援している。

必要な人には、お金を渡して個人管理
としている。必要以上に使ってしまう
人やたまや入居者さんにお金を渡して
しまう人などはある程度、制限して渡
している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

電話をかけたい人は自由にかけてもら
い、必要な連絡をしてもらっている。
年賀状を出したい人にも年賀はがきの
作成の支援をしている。

レクリエーションの時間を使って季節
に合った創作活動をしている。またク
リスマスにはツリーを飾ったり、お正
月飾りを用意したりして季節感を出し
ている。

１階のテラスにおいて、ちょっと休め
るような場所を設けている。

本人の好きな物、使い慣れた家具など
をおいて居心地良い空間を作ってい
る。

花が好きな人は花を育て、歌が好きな
人はテレビで歌を見るように、カラオ
ケが好きな人は歌ってもらうよう準備
をして、自立した生活を送るよう支援
している。
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事業所名　　　　グループホーム陽春の里

作成日：　平成　２７年　４月　２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 10

介護のＰＤＣＡが継続実施されることによ
り、さらなる支援サービスの質の向上を図
りたい。

入居者様の状態の変化に応じて、介護計画
を見直し、支援サービスに反映する取り組
みを実施する。

定期的なモニタリングまたは入院やケガ、
介護度の変更など入居者様の状態の変化に
応じて、速やかにカンファレンスを行い、
プランやサービス内容を見直すことによ
り、介護のＰＤＣＡを継続的に実施してい
く。

１２ヶ月

2 12

ターミナル期における介護について、過去
の実績を踏まえ、職員が実践に向けて取り
組むときのマニュアルを作成する。

ターミナル期における職員のサービス心得
や介護サービスの実践についてマニュアル
を作成する。

ターミナル期における研修を充実させ、職
員会議を通じて、どんなサービスをするか
イメージできるよう話し合いを重ねるとと
もに、その知恵の蓄積としてのマニュアル
を作成する。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成26年度

目標達成計画

【目標達成計画】　


